
〈総合人文科学研究センター〉国際日本学共同研究部門 主催 

古典テキスト校訂分科会古典テキスト校訂分科会古典テキスト校訂分科会古典テキスト校訂分科会    第第第第 2回研究会回研究会回研究会回研究会の報告の報告の報告の報告    

 

2013年5月25日（土）14：00～17:00 

39号館5階 第５会議室 

 

 2013年4月の第１回研究会につづき、「古典テキストの校訂に関する国際共同研究」「古典テキストの校訂に関する国際共同研究」「古典テキストの校訂に関する国際共同研究」「古典テキストの校訂に関する国際共同研究」（分科

会）の第２回研究会が開催された。今回は、中国古典戯曲、および英文学（シェイクスピ

ア作品）の発表が組まれた。 

 最初は、早稲田大学文学学術院・岡崎由美教授早稲田大学文学学術院・岡崎由美教授早稲田大学文学学術院・岡崎由美教授早稲田大学文学学術院・岡崎由美教授による「「「「中国古典戯曲校訂の概況」中国古典戯曲校訂の概況」中国古典戯曲校訂の概況」中国古典戯曲校訂の概況」と題

された発表であった。まず、中国古典テキストの校訂が学術的にはどのように位置づけら

れるのかということを整理された上で、特に中国の古典戯曲テキストを対象に、その校訂

本の特徴などがおさえられ、さらに近年確立してきた「戯曲文献学」――これは目録学・版

本学・校勘学・編纂学を包摂する――の内容と問題点とが紹介された。さらに後半では、日

本における中国古典籍受容の事例として、日訳『水滸記』の諸テキストをはじめ、語釈・

対訳・中国語音などの書き入れを有する興味深い資料の論点が示された。 

 つづいて早稲田大学文学学術院・冬木ひろみ教授早稲田大学文学学術院・冬木ひろみ教授早稲田大学文学学術院・冬木ひろみ教授早稲田大学文学学術院・冬木ひろみ教授の「「「「シェイクスピアの本文校訂シェイクスピアの本文校訂シェイクスピアの本文校訂シェイクスピアの本文校訂――シェ――シェ――シェ――シェ

イクスピア時イクスピア時イクスピア時イクスピア時代から現代まで代から現代まで代から現代まで代から現代まで」」」」と題する発表では、シェイクスピアのテキストの歴史的変遷、

すなわちシェイクスピア存命中の Quarto（クォート）、および1623年以降の Folio（フォリ

オ）という印刷本のことから、Canon（正典）扱いされる18世紀以降の全集本の編纂・校訂

のありようなどが詳しく紹介された。あわせて各時代におけるシェイクスピア受容の特徴、

社会の動静とのかかわり等々、興味深い事象もとりあげられた。また、特に20世紀以降の

シェイクスピア作品の校訂方法の変遷からは、今日的な校訂の課題が具体的に示された。 

 発表後の討議では、書物の評価あるいはスタンダードに関する意見交換があったほか、

演劇関係のテキストがいかに読まれたか、また演じられる際にどう利用されたのかという

問題について、さらに中国および西欧の古代文学、また聖書などの校訂との関わりについ

て、活発なやりとりがあった。 

 今後、6月29日には日本文学とドイツ文学、また7月20日にはギリシア・ローマ古典文学

とフランス文学の研究者が、それぞれ発表を担当する予定である。 

（報告 陣野英則） 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     （発表者：岡崎由美教授） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    （発表者：冬木ひろみ教授） 


